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Ⅰ．はじめに
　新型コロナウイルス感染症のパンデミックによる全
世界的な渡航制限により、これまで取り組んできた海
外研修や外国人研修生の受け入れ等を通じた大学のグ
ローバルな取り組みは大きな影響を受けている。医療
看護学部でも2020年2月から約2年間、従来実施して
いた学部間協定を締結している大学等での海外研修

（イギリス、アメリカ、タイ）は、全て中止を余儀な
くされた。
　本学部のディプロマポリシーの1つに「グローバリ
ゼーションが進む現代社会に柔軟に対応でき、多様な
価値観を理解し、適切な判断と問題解決ができる能力」
があげられている。沼田（2012）は、日本人大学生の
異文化理解の現状はきわめて複雑であるため、その理
解に対する教育方法もあわせて多様な方法で実施する
ことの必要性を示しており、国際交流委員会でも学生
の今しかできないグローバルな学びや体験を保証する

ために、ICTを活用した新しい国際交流の形や可能性
について、学部間協定を締結している大学の担当者ら
の協力を得て検討を重ねてきた。清藤ら（2021）は、
2020年に先駆的に行なったオンライン留学の効果の検
証を行い、グローバル人材育成という観点からバーチ
ャル空間で行う留学には一定の効果があることを明ら
かにしている。また、松尾ら（2021）もオンライン海
外研修に参加した看護学生を含む医療系大学生は、研
修前と比較し英語によるコミュニケーションの心配が
有意に低減し、英語力への自信が有意に向上すること
を明らかにしており、本委員会においても渡航が制限
されている中でオンラインによる海外研修を企画・運
営することには意義があると考えた。
　そこで本学部では、2021年度に選択科目「多文化の
医療と看護（海外研修）」の単位修得が可能となるオ
ンライン研修プログラムをイギリスのデモンフォート
大学（以下DMU）と連携して企画・実施したため、
その取り組みの概要について報告する。

Ⅱ．概要
１．学修目標・到達目標
　本研修の学修目標は、「異文化を理解し、グローバ
ルな視点での看護実践や研究の展開、異文化看護領域
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のリーダーシップに資する基礎的能力を養うこと」で
ある。到達目標は以下の5つとした。①イギリスの文
化について述べることができる。②イギリスの看護教
育、看護師の職域、チーム医療について述べることが
できる。③イギリスにおける保険制度・医療の現場と
課題、日本と比較した長所・短所を述べることができ
る。④イギリスの医療福祉保健関連施設等におけるケ
アについて述べることができる。⑤イギリスの健康に
関する信念と実践について述べることができる。

２．研修期間とプログラム内容
1）研修期間：2021年10月22日～2022年3月25日
2）研修プログラム内容
　研修プログラムの内容は表１に示す。ネイティブ英
語教員による英語補講、動画視聴、文献学習、Web
会議システム（以下Zoom）によるライブディスカッ
ション、電子掲示板（以下Padlet）を用いたオンライ
ン交流などを組み合わせた研修プログラムで、研修費

用は無料とした。
　2021年11月～2022年1月まで急遽DMU側の都合
により当初計画していた研修プログラムが実施でき
ず、2022年2月26日より修正を加えての研修実施とな
った。最終的に本学部では2年生16名が単位履修し、
DMU教員2名、DMU学生3～6名が3回のライブ
ディスカッションに参加、Padletには計13名のDMU
学生が参加し交流をおこなった。

３．事前準備
　イギリス研修担当者はDMU担当者らとメール及び
Zoom会議を複数回繰り返し、オンラインによる研修
プログラムの可能なスケジュール、交流方法、研修内
容などについて検討した。日英双方の学生のメリット
や本学部の学生の学修目標・到達目標が到達できるよ
うな内容にするため、さまざまな交流ツールを試用し、
最終的にPadletを交流ツールとして採用することと
した。

表１　 研修プログラム内容

回 授業形態 内容
1 対面 英語補講①
2 対面 英語補講②

3 Zoom 研修オリエンテーション
学習動画、文献紹介

4 動画視聴 レスター大学病院、レスターパートナーシップ施設に関連する動画視聴
（成人病棟、小児・思春期メンタルヘルス病棟、救急外来、手術室、高齢者フレイルティ病棟など）

5 自己学習
文献学習
・イギリスのヘルスケアシステムについて
・イギリスの看護教育について

6 Zoom 動画視聴・文献学習の振り返り

7 自己学習
Padlet

・Padletをダウンロードしアクセスできるように準備をする。
・自己紹介動画（英語）を撮影し、Padletにアップロードする

８ Zoom 研修オリエンテーション2
・Padlet活用について

９ 動画視聴
Padlet

講義①
「イギリスの看護教育について」“Nursing�education�in�the�UK”

10 Zoom DMU学生とのディスカッション
「文化によるケアの違い」“Culture�of�Care”

11 動画視聴
Padlet

講義②
「グローバルヘルス」“Global�health”

12 動画視聴
Padlet

講義③
「イギリスのヘルスケアシステムについて」“Health�care�system�in�the�UK”

13 Zoom
DMU学生とのディスカッション
「看護学生としての体験、経験について」“Share�the�experience�of�student�nurse.�What� is�going�well?�
What�is�not�going�so�well?�What�would�you�like�to�change?”

14 Zoom DMU学生とのディスカッション
「文化紹介・季節のイベント」“Seasonal�events”

15 自己学習
Padlet プレゼンテーションを作成し、Padletにアップロードする
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４．電子掲示板（Padlet）の活用（図１）
　PadletはWebブラウザで使用できるオンライン掲
示板アプリで、テキスト、画像、音声、動画、手書き
など様々な情報を投稿し、参加者がリアルタイムで閲
覧やコメントできるツールである。代表者がPadletボ
ードを作成し、共有を許可された研修参加学生と教員
のみが閲覧、書き込みできるようプライバシーを保持
して使用した。ここには、学生の自己紹介動画、プレ
ゼンテーション動画、オンディマンド講義等を投稿し、
視聴した学生達はコメントや質問ができるように設定
し、本学部の学生には視聴後のコメントの掲載を課題
とした。自己紹介動画と最終プレゼンテーションにつ
いては、学生各自で英文と動画を作成し、殆どの学生
がネイティブ教員によるフィードバックを受けた後に
各自でPadlet上に投稿した。

５．Zoomでのライブディスカッション、文化交流
　初回は学生達を2グループに分けてディスカッショ
ンをおこなった。「Culture�of�Care（文化によるケア
の違い）」というテーマで、ケアをする上で大事にし
ていることや自分達が実践しているケアの特徴などに
ついて発表しあった。
　2回目以降は、学生達の発言の機会が増えるよう4
～5名ずつの少人数のグループに分けてディスカッシ

ョンをおこなった。2回目は「Share�the�experience�
of�student�nurse.�（看護学生としての体験、経験につ
いて）」というテーマで事前に①What� is�going�well?�

（上手くいっていることとは？）②What�is�not�going�
so�well?�（あまり上手くいっていないこととは？）③
What�would�you� like�to�change?（何を変更します
か？）という3つの質問への回答の準備を双方の学生
に課した。
　3回目は「Seasonal�events（季節のイベント）」で
本学部の学生がプレゼンテーションを作成し、両国の
文化の違いについて意見交換をおこなった。

Ⅲ．結果
１．学修成果
　Padletへの投稿、動画視聴後の課題、ディスカッシ
ョン、プレゼンテーション、課題レポートなどから学
修目標の到達の確認をおこない、棄権した1名を除い
た履修者16名全員が単位認定された。

２．学生による研修プログラム評価
　DMU教員による講義動画やZoomでのライブディ
スカッションについての評価は、それぞれの視聴後お
よび授業後に参加した学生を対象におこなった。図２
に主な結果を示した。

図１　本プログラム用Padlet（一部抜粋）
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図２　研修プログラムの評価結果
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1）Padletの活用
　Padletは日英の学生同士で積極的に意見交換ができ
る場として機能していた。デジタルネイティブの学生
達は、直ぐにこのツールを活用しており、アクティブ
に交流をしていたのが印象的であった。Padletを使用

した交流への満足度について、84.6％が「非常にそう
思う」「ややそう思う」と回答している一方、「どちら
ともいえない」「あまりそう思わない」と回答した学
生も1名（7.7％）ずつ見られた。

＜自由記載　主な意見＞
1．講義「イギリスの看護教育」について
・場所、言語、看護師免許を取るまでの過程など、日本と異なることは多いですが、看護への思いは一緒であると感じた。
・学習障害について特化した分野があると知り、どのような実習や勉強をしているのか知ってみたいと思ったし、どうして学

習障害という分野が存在するのか知りたいと思った。
・1からイギリスの看護学生のことについて知ることができた。繰り返し見たり聞いたりして、振り返ることができた。　

2．講義「グローバルヘルス」について
・イギリスの生徒さんが作られたパンフレットを拝見することで、日本でも問題として挙げられる健康格差などについて関心

を示し、様々な角度から問題を考え改善策などについても学習しているという事を学ぶことができ、今自分が実際に勉強し
ていることをどのように活かしていけばいいのかという事を他国の生徒さんの学習態度から学ぶことができてとても有意義
な学びであった。

・DMUの学生の発表資料はとてもわかりやすく、よく学ぶことができたから。特にイギリス独特の視点でグローバルヘルス
について考えているところはとても参考になった。

3．講義「イギリスのヘルスケアシステム」について
・事前学習で学んだNHSの仕組みのことだけでなく、その歴史やお金の内訳などを知ることができたため。とくにNHSの起

源についての話は興味深かった。またNHSの受容は高く、広い範囲の人々の医療を支え、かつ医療体制も整えていること
がすごいと思った。

・NHSにも欠点はあるので、一概にNHSが素晴らしいと言えるわけではないが、日本とは異なるオリジナルなシステムなの
で比較してみると面白いと思った。

・英語のスピードが早く、理解が追いつかず、内容理解に随分と時間がかかったが、何度も何度も聞き直し、耳が英語に慣れ
始めてきた。

4．ライブディスカッション（1回目）
・初めてイギリスの学生とディスカッションをして、話していることを聞き取ることの難しさを実際に体感できた。今回のデ

ィスカッションを経験してもっと英会話、英語を勉強しようと思えた。
・初めてのことで緊張していたが、先生含めDMUの生徒さんたちも積極的に話題を出してくれた。このディスカッションを

終えて、自分の英語のレベルについてショックを受けたが、再度英語を勉強するチャンスだと思って、英語の学習について
やる気が出た。また、次回のディスカッションのためにしっかり準備して、より積極的に話をしていこうと思った。

・たとえ言ってることがわからなくても、間違っていたとしても、どんどん発言していくことが自分の成長につながると信じ
て、次回はディスカッションをしていこうと思う。

5．ライブディスカッション（2回目）
・今回の授業では、積極的に質問をしたり意見を言ったり笑顔で聴くことができたと思う。学生さんや先生方がゆっくり話し

てくれたり、相槌を打ってくれたり、伝わるように何度か話してくれ、とても優しいな、感謝しなければいけないなと思った。
・小さいグループに分かれてディスカッションできたことが良かった。大人数の前で発言するのには勇気が必要なので緊張す

るが、少人数だとリラックスして発言することができた。
・今回は少数に分かれて授業を受けて、前回よりもたくさん発言できたし、コミュニケーションを取っている感じがした。
・今回は自分で積極的にコミュニケーションを取ることができた。自分にはあまり単語力がないと思っていて不安な部分もあ

ったが、なんとか自分の考えを相手に伝えることができてとても嬉しかった。

6．ライブディスカッション（3回目）
・今回がラストディスカッションだったが、3回目にしてイギリス英語の聞き取りも上達し、会話もどんどん進めることがで

きた。やっとお互いのことがわかってきて、英語も聞き取れるようになったので、これが最後ということが本当に悲しいと
思った。

・前回よりも英語で会話に参加することができた。自由に会話することは大変だったけれど、沢山の質問ができたし、一緒に
会話をしたDMUの生徒の文化を知ることができて楽しかった。

・国内で様々な文化を持った人と関われることはとても良いことだと思う。これは看護や医療のグローバル化にも繋がること
だ。いろんな文化に触れることで他の文化への理解が深まると思う。
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2）講義動画の視聴
　講義動画については「非常に良かった」「良かった」
の評価が合わせて87.5～100％であり、繰り返し見た
り聞いたりすることが可能であることも評価が高い要
因であった。特にイギリスにおけるヘルスケアシステ
ムと課題については、日本と比較した長所や短所につ
いて考える機会となっていた。またDMU学生の学習
成果の紹介としてグローバルヘルスについてまとめた
ポスターの投稿については、同じ看護学生として刺激
をうけ有意義な学びであったと反響が大きかった。
3）ライブディスカッション、文化交流
　1回目のZoomでのライブディスカッションでは、
緊張が強かったことや積極的に発言するDMU学生や
教員に対して、自らの発言のタイミングを得ることな
どが学生にとっては難しいようであった。しかしなが
らZoomでイギリス英語を聞き取り、ディスカッショ
ンする難しさや自身の英語のレベルへのショックを示
しつつも、再度英語を学習するチャンスと捉えモチベ
ーションに繋げたり、DMU学生の思いやりや優しさ
に感謝する発言があった。2回目以降は、学生達の発
言の機会が格段に増え、リスニングやスピーキングの
英語力上達を実感していた学生も多く、コミュニケー
ションを通して満足度も向上していた。
　3回目の文化交流では、準備したプレゼンテーショ
ンに対してDMU学生達が関心を持って質問をしてく
れた経験や、イギリス文化を知ることを通して交流す
る「楽しさ」や「異なる文化や価値観への理解」を深
めていた。

Ⅳ．まとめと今後の課題
　今回のICTを活用した研修プログラムでは、先方
の都合によりライブでの講義や学生交流の機会は当
初の計画より少なくなってしまったが、Padletの活用
により、講義動画や資料を何度も繰り返し視聴でき、
DMU学生や教員とのメッセージによる交流が可能と
なった。安田（2022）は、Padletなどのオンラインツ
ールは、時差という遠隔交流での大きな支障がある中
でも互いの考えや作成したプレゼンテーションなどを
投稿することによって交流の機会を得ることができ、
学習意欲やモチベーションの向上を支えていたことを
明らかにしている。今回Padletの特性上、投稿した
記事の表示順によってコメントの受け取り数に差が生
じたり、互いのコメントへの返信が滞るということが
あった。しかし、本学部の学生達はPadlet�活用に対

し８割以上が満足感を示しており、Padletはオンライ
ン交流の有効なツールの一つであり、今後の研修プロ
グラムのツールとして有用であると考えられる。
　また、Zoomによるライブディスカッションでは、
少人数のグループに分けることで学生達の発言の機会
が増え、また回数を重ねるごとに英語でコミュニケー
ションをとることの緊張感や羞恥心が薄れ、英語力も
向上して自信や語学学習のモチベーションに繋がって
いる様子や感想も見られた。ディスカッションテーマ
の順序性やグループ人数等は今後の課題となるが、デ
ィスカッションによる学びは大きかったと考える。こ
の様に、現地の看護学生や教員とPadletを活用した
交流や自己学習、ライブディスカッションによる交流
を組み合わせたことは、本研修プログラムの利点であ
る。
　国際交流におけるオンライン教育の課題として、時
差の問題がある。イギリスとは９時間（サマータイム
８時間）の時差があるため、双方の学生の都合上、今
回の研修プログラムではZoomライブディスカッショ
ンを土曜日の日本時間17：30から開催した。DMU学
生にとっては土曜日の朝８：30という時間であり、参
加者を募る難しさがあった。時差を考慮し、双方の学
生や教員に負担の少ない方法や時間帯を設定すること
が求められるが、この様にライブディスカッション等
の交流に時差という時間的制約が生じることは、本研
修プログラムの課題である。
　コロナ禍を契機に飛躍的にICTの活用が進み、海
外学生とのライブディスカッション等を含む研修実施
が可能になり、オンラインで海外の学生と交流する環
境を構築することが容易となった。現地訪問が困難な
状況においては、今回実施したようなオンライン研修
プログラムの実施は学生にとって有意義な学修の機会
となる。現地を実際に訪問して学ぶ対面型の留学（海
外研修）は、講義や実習時間以外での学生同士の交流
や現地での生活や文化などの「体験」を通して学ぶ機
会であり、「リアルな体験」の価値は言うまでもない。
　今回紹介した研修プログラムの学修成果として、難
易度および経験させた内容については適切であったと
判断する。研修プログラム内容の評価については、本
学部の参加学生による参加者評価と日英の研修担当者
による振り返りをおこなった。このようなICTを活
用したオンライン研修プログラムは初めての試みであ
ったため、両国の研修担当者がお互いのノウハウを情
報共有し、検討を重ねてプログラムを開発したという
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経緯がある。富田ら（2015）は、質の高い国際交流プ
ログラムの開発には、プログラムの実践で得られたノ
ウハウが学内外で共有される仕組みづくりや、学習者
が学修目標や参加の前提として求められているものを
理解するための枠組みが必要であると述べている。ま
た奨学金や補助金を提供する行政にとっても、公平な
資金配分と優先して支援すべきプログラムを選考する
際の尺度が求められることから、国際交流プログラ
ムを評価するツールしてルーブリックの開発をおこ
なっている。さらに、短期留学による学生の情動的・
心理的変化を客観的に評価するBEVI（The�Beliefs,�
Events�and�Values�Inventory）を活用した報告（西
谷，2017；清藤，2021）や理工系人材を対象とした
異文化対応能力評価（MGUDS-S：Miville-Guzman�
Universality�Diversity�Scale,�Short� form）日本語版
の開発とその評価ツールを活用したオンライン留学プ
ログラムの効果測定についても報告され始めている

（織田，2019；Aihara,�2021）。本学部では、今回研修
プログラムを実施したイギリスのみならず、タイやア
メリカでの研修プログラムも企画・運営している。今
後はそれぞれの研修プログラムの成果を比較でき、さ
らにはグローバルに看護学生を対象とした研修プログ
ラムを評価できるような世界基準の評価ツールについ
ても確立していく必要があると考える。
　現在、渡航や出入国時の規制が徐々に緩和され始め
ており、現地での病院見学や実習等の実施が可能とな
った際には、現地での研修の実施を再開する予定であ
る。松井（2020）がデジタルを活用した新たなグロー
バル人材育成の可能性について示唆するように、本学
部においても現地での研修を再開しつつもオンライ
ン型の研修のメリットを上手に活用し、現地研修と
オンラインによる交流とを組み合わせたBlended ／
Hybrid型など学生にとって有意義な国際交流プログ
ラムを企画・運営・評価していきたい。
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